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例 1 ：デス・マス体で書いた作文を添消後ダ・デア Jレ体に直させる。












題名 長い題であれば 2 行自の 3 ますめあたりから書〈。短い題であれば、紙の中央より
やや上部にくるように書〈。
氏名 3行自の下のほうに書〈。いちばん下は 1 ますあける。
本文 5 行目〈らいから書き始める。段落の初めは最初の 1 ますを必ずあける。
符号 句読点や符号「J ? ！々には 1 ますずつ使う。句読点はますの宥上方に書〈。
行末に来たときには、次の行の頭には打たずに行末に打つ。？や！の次には、 J が
来たとき以外は、 1 ますあける。・・・や．．．には、普通 2 ますをあてる。
繰り返し符号は「々」以外は使わないようにする。
ローマ字大文字は 1 ます 1 字、小文字は 2字を入れる。



























































































例 2 ：簡単「返事J を与えて、その基になった手紙を推量して脅かせる。








例 8 ：「話し方J のテストと同じ主題で書かせる。
例 9 ：専門分野の書評
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